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平成 20 年３月期通期業績予想との差異及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社の平成20年３月期決算において、特別損失の発生及び繰延税金資産の取崩しにより、平成20

年３月期通期業績予想との差異が発生しました。また、本日の取締役会で配当予想の修正につきま

して決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１. 平成 20 年３月期通期業績予想との差異 

(1) 個別業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想   (Ａ) 31,000 △50 △120 △355 

今回修正予想   (Ｂ) 30,360 △340 △410 △1,510 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △640 △290 △290 △1,155 

増 減 率 △2.1％ ―％ ―％ ―％

（ご参考） 
前期実績（平成19年3月期) 

 

29,359 

 

130 

 

90 

 

△184 

 

(2) 連結業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想   (Ａ) 34,800 △50 △110 △360 

今回修正予想   (Ｂ) 34,120 △360 △410 △1,490 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △680 △310 △300 △1,130 

増 減 率 △2.0％ ―％ ―％ ―％

（ご参考） 
前期実績（平成19年3月期) 

 

33,328 

 

114 

 

43 

 

△200 

 

２. 差異発生の理由 

 売上高については、食肉は牛肉の販売不振により減少し、食肉加工品についても後半の計画

を下回ったため当初予想を下回る見込みとなりました。 

 営業損益及び経常損益につきましては、原料価格の高騰及び資材価格の上昇によるコスト増

に対応するため商品価格の改定による値上げ及び量目変更による実質値上げの実施を計画して

おりましたが、業務用商品及び一部オリジナル商品において価格競争の激化により計画どおり



の値上げが出来なかったため、予想を大きく下回る結果となりました。 

 また、当期純損益につきましては、営業利益、経常利益の減少要因に加えて工場閉鎖に伴う

損失 543 百万円、投資有価証券評価損 81 百万円、貸倒引当金繰入額 37 百万円の特別損失の計

上及び繰延税金資産の取崩し（270 百万円）により、当期純損益についても予想を大きく下回る

見込みとなりました。以上の理由により、平成 19 年 11 月 20 日に公表いたしました業績予想と

の差異が発生いたしました。 

 連結業績予想との差異発生につきましては、主に個別業績予想との差異発生に伴うものであ

ります。 

 

３．配当予想の修正について 

(1) 配当予想の修正 

 １株当たり配当金 

基 準 日 中間期末（実績） 期 末 年 間 

前回発表予想（H19.５.22） １円 00 銭 ２円 00 銭 ３円 00 銭 

今回修正予想（H20.５.２） １円 00 銭 ― １円 00 銭 

（ご参考） 
前期実績（平成19年3月期) 

１円 00 銭 ２円 00 銭 ３円 00 銭 

(2) 配当予想修正の理由 

 当社は、株主に対する利益還元策として剰余金の配当を最も重要な課題として位置付けて

おり、安定配当の維持を継続してまいりました。 

 しかしながら、当期の配当予想につきましては、上記業績予想のとおり工場閉鎖等による

多額の特別損失発生により当期純損失計上となり配当可能利益が不足することから、誠に遺

憾ではございますが、平成 20 年３月期の期末配当金につきましては見送らせていただき、年

間１円とさせていただきたく存じます。 

 

※ 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につ

きましては、様々な不確定要素がございますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場

合があります。 

以 上 


